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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人繊維評価

技術協議会(JTETC)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS L 0211:1986 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 
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 L 0211：2006 
 

繊維用語－ニット部門 
Glossary of terms used in textile industry－Knitting section 

 
序文 この規格の名称は，一般に使用される用語が“メリヤス”から“ニット”へと変遷してきたことか

ら，1986 年版まで使用していた“メリヤス部門”から“ニット部門”に変更した。 

 

1. 適用範囲 この規格は，繊維工業においてニット部門の組織，生地，操作などに用いる主な用語につ

いて規定する。 

 

2. 分類 用語は，次のとおり分類する。 

a) 一般 

b) 組織 

c) 生地 

d) 操作 

 

3. 番号，用語，読み方及び定義 番号，用語，読み方及び定義は，次のとおりとする。 

なお，参考として対応英語を示す。 

a) 一般  
番号 用語 読み方 定義 対応英語（参考） 
101 ループ  屈曲したわな（輪奈）［付図 101 a)，b)参照］。 loop 
102 編目 あみめ ループの組合せの単位［付図 102 a)，b) 参照］。 knitted loop 
103 ニードルルー  

プ 
 ループの山の部分［付図 103 a)，b) 参照］。 needle loop 

104 シンカループ  ループの谷の部分［付図 104 a)，b) 参照］。 sinker loop 
105 閉じ目 とじめ たて編の基礎編目で，交差したループ（付図 105

参照）。 
closed loop 

106 開き目 ひらきめ たて編の基礎編目で，交差しないで左右に開いた

ループ（付図 106 参照）。 
open loop 

107 表目 おもてめ 前のループを通して，次のループを手前に引き出

して，できた編目［付図 107 a)，b) 参照］。 
face stitch 

108 裏目 うらめ 前のループをくぐって手前から向こう側へ引き出

された編目［付図 108 a)，b) 参照］。 
back stitch 

109 ウエール  たてに連続したループの列［付図 109 a)，b)の（A
－B）参照］。 

wale 

110 コース  よこに並んだループの列［付図 109 a)，b) の（C
－D）参照］。 

course 

111 メリヤス  ニットと同義語。狭義的にはアンダーウェアをい

う意味がある。 
hosiery， 
knit goods 


